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中
小
企
業
退
職
金
共
済

（
中
退
共
）
制
度
の
ご
案
内

�　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

の
事
業
主
が
、
従
業
員
の
退
職

金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
は

全
額
非
課
税
で
一
部
を
国
が
助

成
、
条
件
を
満
た
せ
ば
家
族
従

業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加

入
で
き
、
町
で
も
掛
金
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

あ�

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構

　
う
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

町
の
補
助
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ

あ�

産
業
観
光
課　
観
光
商
工
担

当
　
う
内
線
１
４
７

 

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅
対

策
強
化
月
間
で
す

�　

不
正
軽
油
と
は
、
県
の
税
金

で
あ
る
軽
油
引
取
税
の
脱
税
を

目
的
と
し
て
、
軽
油
に
灯
油
や

重
油
な
ど
を
混
ぜ
た
燃
料
や
、

自
動
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ

れ
る
灯
油
や
重
油
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
製
造
・
運
搬
・

販
売
・
使
用
は
悪
質
な
脱
税
行

為
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
公

正
な
市
場
競
争
を
阻
害
し
、
大

気
汚
染
等
環
境
や
健
康
に
も
重

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
埼
玉
県
で
は
不
正
軽
油
の

撲
滅
対
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
「
黒
煙
な
ど
通
常
と
は
異
な

る
排
気
ガ
ス
を
出
し
て
走
行
し

て
い
た
」
等
、
不
正
軽
油
に
関

す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
埼
玉
県　
税
務
課

　
う
０
４
８
‐
８
３
０
‐
２
６
５
８

標
準
営
業
約
款
制
度
「
Ｓ

マ
ー
ク
」

�　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
標
準

営
業
約
款
制
度
に
従
っ
て
営
業

し
て
い
る
お
店
は
、
店
頭
に

「
Ｓ
マ
ー
ク
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
掲
げ
た
お

店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛
生
が

保
障
さ
れ
、
万
一
の
場
合
、
事

故
賠
償
基
準
に
基
づ
い
た
補
償

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
信
頼
で
き
る
お
店
選
び
の
目

安
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ�

（
公
財
）
埼
玉
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
う
０
４
８
‐
８
６
３
‐
１
８
７
３

埼
玉
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

�　

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
時
間
額

９
５
６
円
（
引
上
げ
額
28
円
）

と
な
り
ま
し
た
。
埼
玉
県
最
低

賃
金
は
、
賃
金
の
最
低
限
度
を

定
め
る
も
の
で
、
年
齢
や
雇
用

形
態
に
関
係
な
く
、
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
も
含
め
、
県
内
事

業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
使
用
者
も
労

働
者
も
賃
金
額
が
１
時
間
当
た

り
９
５
６
円
以
上
か
ど
う
か
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※�

一
部
の
産
業
に
は
、特
定（
産

業
別
）
最
低
賃
金
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

あ�

埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

　
う
０
４
８
‐
６
０
０
‐
６
２
０
５

イ
ベ
ン
ト

入
間
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

日�

時　
11
月
16
日
㈫　

午
後
０

時
30
分
～
３
時
30
分

場�

所　
鶴
ヶ
島
市
西
市
民
セ
ン

タ
ー

内�

容　
鶴
ヶ
島
市
お
琴
同
好
会

に
よ
る
琴
演
奏
、
ス
マ
イ
リ
ー

キ
ク
チ
氏
（
お
笑
い
芸
人
）

に
よ
る
講
演
、
作
品
展
示
、

物
品
販
売
な
ど

※�

入
場
無
料
。
手
話
通
訳
、
保

育
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月

２
日
㈫
ま
で
に
あ
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

あ
鶴
ヶ
島
市　
総
務
人
権
推
進
課

　
庶
務
人
権
担
当

　
う
２
７
１
‐
１
１
１
１

　
　
（
内
線
3
5
3
、3
5
6
）

申
込
み　

募
集
要
項
で
応
募

要
件
等
を
ご
確
認
の
う
え
、

11
月
30
日
㈫
ま
で
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.
saitam

a.lg.jp/a0502/
suishinin.htm

l

あ
埼
玉
県　
温
暖
化
対
策
課

　
う
０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
０
３
３

 

相
　
談

県
下
一
斉
行
政
書
士
相
談
会

日
時　
10
月
９
日
㈯　

午
前
10

時
～
午
後
４
時

場
所　
坂
戸
市
文
化
施
設
オ
ル

モ（
坂
戸
市
芦
山
町
１
‐
２
）

内
容　
遺
言
、
相
続
、
離
婚
等

の
暮
ら
し
の
相
談
、建
設
業
・

飲
食
店
・
会
社
設
立
の
ほ
か

役
所
の
手
続
き
の
相
談

※
無
料
・
予
約
不
要

あ
埼
玉
県
行
政
書
士
会

　
う
０
４
８
‐
８
３
３
‐
０
９
０
０

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

運
動
広
場
で
ピ
ン
ク
色
の
鮮

や
か
な
「
赤
ソ
バ
」
が
見
頃
で

す
。
昨
年
の
約
10
万
本
か
ら
約

85
万
本
へ
拡
大
し
、
春
の
ポ

ピ
ー
花
畑
を
超
え
る
８
５
０
０

㎡
の
広
さ
に
。
草
丈
を
伸
ば
し

な
が
ら
成
長
す
る
赤
ソ
バ
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
夜
間
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
「
森
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ

イ
ト
」
を
開
催
予
定
。
秋
の
夜

長
に
、
開
放
的
な
森
林
の
な
か

で
の
散
策
、
光
と
音
の
演
出
を

楽
し
ん
で
み
て
は
。

開
園
時
間　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時　

場
所　
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公

園
費�

用　
大
人
（
高
校
生
以
上
）：

　

４
５
０
円
、
65
歳
以
上
：
２

１
０
円
、
中
学
生
以
下
：

無
料

あ
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

　
う
０
４
９
３
‐
５
７
‐
２
１
１
１

 

募
　
集

「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
」
募
集

　

県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
防
止
普
及
活
動
の
担

い
手
で
あ
る
「
埼
玉
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
と
し

て
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
２
年

間
、
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

厚生労働省大臣認可

越生町のホームページに
広告を載せませんか

町では、地域経済の活性化、特産品の販売促
進、観光振興などを図るとともに、自主財源
の確保の一環としてバナー広告枠を設けてい
ます。インターネットで企業情報などを全国
に発信しませんか。

１枠月額
8,000 円

縦 60 ピクセル、
横 150 ピクセル
10KB 以内、GIF 形式

あ総務課　自治振興担当
　う内線２１６

う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！
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